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「BICYCLE-E・MOBILITY CITY EXPO 2026」に出 展し、新 製 品「精 算 機
レス個別ロック」を発表しました。スマートフォンを精算機代わりに利用し、
配線工事も不要となるこの製品は、導入コストや工期の削減につながること
から、自治体や管理会社から非常に高い関心と期待を集めています。

精算 機レス個別ロックの発表を終えて

営業部 営業課
    え   はな     たか  ふみ

江花 貴文さん

開催場所：新宿住友ビル三角広場
開催日時：2026 年 6 月 10 日（水）～ 11 日（木）

概 要

出展の経緯と目的

お客様との接点を作る契 機

毎年出展しているこの展示会は、当社にとって新たなお客様との
接点を持つための重要な機会です。通常の営業活動とは異なり、
あらかじめ当社の製品に関心を持ってブースへ足を運んでいただ
けるため、スムーズにアプローチを開始できます。当日は多くの
スタッフで対応しましたが、ひっきりなしにお客様が訪れるほど
活況であり、立ち止まった方へ積極的にご案内できました。



新製品の特徴と機能

スマホ決済で工事も不要

発表した「精算機レス個別ロック」は、文字通り精算機を設置し
ないシステムです。利用者が看板の QR コードをスマートフォンで
読み取ることで、画面上が精算機となり、クレジットカードなど
で決済が行えます。さらに個別ロックとの接続を無線化している
ため、配線工事が不要です。これにより、導入コストの抑制だけ
でなく、工事期間の大幅な短縮も実現可能となりました。

駐輪場運営の可能性を拡大

コストや工期が抑えられるため、これまで投資費用の面から設
置を諦めていた場所や、短期間のみ運営したいイベント会場
などでの活用も現実的になります。また、月額制のレンタルで
の提供についてもお客様から高い関心をいただいており、今後
は新たな販売手法としての構築も目指しています。台数が多い
大規模な駐輪場でも、利用者がその場で精算できるため、利
便性の向上に寄与できる点も特徴です。

展示会での高い反響

完成を待ち望むお声が多数

展示会では想像以上の反響をいただき、メーカーと
して非常に励みになりました。お客様からは「素晴
らしい製品なので、完成したらすぐに連絡をくださ
い」といった、導入に前向きな声を多数いただいて
います。特に駐輪場ビジネスは単価が低いため、ロー
コスト運営という課題をクリアできる点が強く響いた
印象です。来場者は自治体や管理会社が中心であり、
双方から同様の高い評価を得られました。

展示会出展の総括

三方良しの関係を目指す

出展後、お礼を兼ねて個別に訪問したところ、社内
で情報を共有してくださり、複数名で「詳しく話を聞
きたい」と、対応してくださるケースが多くありまし
た。お客様の期待が非常に高いことを実感しており、
年内の製品化に向けて全力を尽くさなければならな
いと身が引き締まる思いです。他社との差別化を図
り、利用者、管理会社、当社の三方が、ともに発
展できる関係を築いていきたいと考えています。

精算機レス個別ロック付ラック



キラリPoint！
□未経験ながら重要プロジェクトを
　任される期待の若手
□わからないことは素直に
　質問する姿勢がGood！
□積極的なコミュニケーションで
　仕事を円滑に

製造部の社員に迫る
キラリと光る！

お客様を第一に、
日々現場で汗を流す社員を紹介するこの企画。
今回は、持ち前の素直さや主体性が
キラリと輝く伯野さんをご紹介します！

製造部 
はく の  ひろあき

伯野 浩晃

若手としての心掛け若手としての心掛け

ダブルチェックの徹底でロス防止
「扱う製品はお客様に提供する大切なもの」という意識を常に持
ち、作業後の確認を徹底しています。完成した製品は複数回検査
し、社内で使用する部材であっても２回はチェックを実施。こうし
た取り組みにより、次の工程での二度手間や時間のロスを防いで
います。

01.

素直な姿勢と慎重な対応素直な姿勢と慎重な対応

先輩への積極的な質問で製品への理解度向上
わからないことは自己判断で進めず、まずは先輩方に直接質問し
ています。その理由は、現場の生きた情報から作業の理屈も把握
できること。そのうえで作業を進めることで、製品への理解が深ま
ります。この習慣が不要なミスを防ぎ、業務の効率化と品質向上に
繋がっています。

02.

意識的なコミュニケーション意識的なコミュニケーション

トラブル時の迅速な対応に繋がる
工場内では積極的に周囲へ話しかけ、日々のコミュニケーションを
大切にしています。日頃から良好な人間関係を築いておけば、万が
一の事態にも迅速な情報共有が可能に。日々の会話から生まれる
チームワークの良さが、業務をスムーズに進める力となり、お客様
へ安心できる製品を確実にお届けするための強みになっています。

03.

東海技研株式会社
本社：〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜
2-7-19 竹生第 2 ビル 5F
ＴＥＬ：045-471-8300　ＦＡＸ：045-471-8575

大阪営業所
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田 1-2-2 大阪駅
前第 2 ビル 13F-14 号
ＴＥＬ：06-4795-1505　ＦＡＸ：06-4795-1565ＨＰ：https://www.tokaigiken.co.jp/


